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生涯学習をすすめる市民の会 学校との連携部会 



高倉小学校 市民ボランティア 試験的導入の報告 

 

【学校からの支援要請】    ９月１１日 

【市民の会の支援承諾】    ９月１７日 

【ボランティア打ち合わせ実施】 １０月８、１０日        

【活動開始】           １０月１７日 

【活動終了】           １１月１９日 

【反省会】             １１月２０日 

【要請内容】 ５学年の２学期の総合学習で幼児との交流を行う。そのため子どもたちの

やりたい活動をそれぞれ支援できる（その分野の知識をもった）大人を紹介してほしい、

またコーディネーター役をこなしてほしい。[劇、ペープサート、人形劇、影絵、パネルシ

アター、紙芝居、絵本、折り紙、カルタ] 

【市民の会からの要望】 ボランティア全てを市民の会で取りまとめるのではなく、学校

側が集められる人材（地域の老人会、保護者）については、学校側で連絡をとる。学校と

市民の会が協力しあって進める形をとりたい。 

【事前打ち合わせ】 １０月８日、１０日 午後４時半より 学校にて（保護者のボラン

ティア４名・市民ボランティアは１２人参加） 総合学習の目的、学校側の関わり方への

希望などの説明、及び、ボランティアからの質問など。 

【活動日】 １０月１７日（金） １４：００～１５：３０  ２０人 

           ２１日（火） １４：００～１５：３０  １３人 



           ２４日（金） １５：００～１５：４５  １１人 

           ２８日（火） １４：００～１５：３０  １４人 

          ３１日（金） １５：００～１５：４５  １４人 

       １１月 ４日（火） １４：００～１５：３０   １８人 

            ５日（水） １４：００～１４：４５（追加の時間） ４人 

            ６日（木）  ９：４５～１０：３０（追加の時間） ４人 

            ７日（金） １３：２０～１４：４５（公開授業）  １２人 

           １３日（木） １４：００～１４：４５  １２人 

           １８日（火）  ９：００～１０：３０  １１人 

           １９日（水） １０：３０～１１：３０（交流会） １１人 

 

【活動内容】 それぞれ２１のグループに個々に入って、専門的な知識を伝え、子どもた

ちの活動の手助けをする、アドバイスを与える。子どもが自ら課題を見つけて取り組める

ように見守る。 

【活動記録】 それぞれの担当者に活動内容、気づいた点などを記録してもらった。 

【ボランティアへのｱﾝｹｰﾄ】 活動に参加したボランティアにｱﾝｹｰﾄの協力を依頼した。（別

紙参照） 

【市民の会として関わって気づいたこと】 

・ 市民の会からのコーディネーターとして、また、一人のボランティアとして子どもに教

えるという両方の立場で関わったため、全体を見回す部分で無理があったと思う。 



・ 先生との連絡はほとんどＥメールを利用して行った。時間などの制約がなく、細かい点

まで、気づいたことをお互いにやり取りできたのは非常に便利だったし、効率的だった。

（９/２０～１１/２０まで送信５８、受信５２） 

・ 市民側のボランティアは大変熱意がある場合が多く、保護者のボランティアのそれと差

がある場合がある。保護者との役割分担は事前にはっきりさせておく必要がある。 

・ 知識や経験のあるボランティアが授業に入っていくことで、子どもたちが得られる知識、

経験などは、知識のないものが指導する場合にくらべると大変多い。 

・ 市民ボランティア自身が、子どもたちと関わったことに大きな喜びを感じているのが、

良かった。次回も“機会があれば是非”と全てのボランティアが答えている。 

・ 子ども一人当たりに関わる大人の数が多いことで、また、熱意のあるボランティアが関

わることで、子どもたちがボランティアの先生と心をつなげていけるのはすばらしいこ

とと考える。 

・ 教材の発注において、学校には規制が多く、時間がかかり、市民の会からの援助が大変

役立った。（板ダンボール、工作用紙、スクリーン、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰなど） 

・ 他の学校に導入していく際には、やはりコーディネーターが重要な役割を持つと考える。

市民の会の中だけでまかなうのではなく、その学校の保護者の中に世話役を担ってくれ

る人がいるとうまくいくのではないか。（どろだんごの会の中には、現在小学校、中学

校に子どもを通わせる親がおり、また、ＰＴＡ活動にも理解のある大人が多いので、今

後足がかりになる可能性はある。） 

・ 学校側の受け入れ態勢は、窓口になる教員の考え方などに大きく左右されるように感じ



た。また、管理責任のある、学校長や教頭の考え方によっても変っていくようにも感じ

た。 

【事後交流会・反省会】 １１月２０日 午後４時半より 学校にて 

反省会で交わされた意見 

＊（学校）今年の反省を元に、来年に引き継いでいきたい。 

＊（市）大勢の大人が入ったが、安全の面などで、学校側に混乱や困ったことはなかった

か？ 

＊（学）名札をつけてもらうことを徹底して、安全面での問題などはなかった。 

＊（学）数人に一人の割合でゲストティーチャーがつき、少人数のために、何日も学校に

来て頂く事でボランティアの方に申し訳ないと感じた。 

＊（ボ）それを承知できているので、問題はない。 

＊（保ボ）昨年も保護者ボランティアとして関わったが、今年は専門的な知識をもった大

人が入ったことで、子どもたちも昨年以上の指導を受けられて、ありがたいことだと思っ

た。 

＊（ボ）子どもたちと関われて楽しかった。交代で数人の大人が関わったが、前の人が次

回に行く人に引継ぎをするなどして、うまくやりくりできた。すばらしい子どもたちと会

えてよかった。 

＊（学）専門的な知識をもったボランティアが入ることで、保護者のボランティアは気後

れしてしまった部分があったと思う。学校側としてはその点で保護者に対して申し訳なさ

を感じた。 



＊（市）市民ボランティアが子どもと保護者ボランティアの両方を指導するのは難しい。 

＊（ボ）来てくれた保護者ボランティアにも、担当を持ってもらって、関わってもらった

ため、気後れしたりということはなかったように感じた。 

＊（市）専門的な知識のあるボランティアと知識のないボランティアが同じ場所に関わる

ことには無理がある。活動の内容によって、ゲストティーチャーを入れるのか、保護者の

ボランティアを入れるのか、分ける必要があるのではないか。 

＊（ボ）保護者のボランティアと一緒に活動したが、新しいことに気づき、学んだことを

肯定的に捕らえた保護者ボランティアもいた。 

＊（市）役割を明確にすれば、一緒にやっても達成感が得られるのではないか。 

＊（ボ）全体の活動が始まる前に、劇担当の市民ボランティアで、打ち合わせを１回もっ

たことが良かった。 

＊（保ボ）子どもたちのやりたい思いと、できることのギャップに出会ったときが大変。 

＊（学）１つの目的である、幼児と交流することだけでなく、それまでの活動の中に多く

学ぶことがある。 

＊（ボ）子どもたちが持ってきたアイデアや意思を尊重することが必要。時間内にできる

こととできないことがある。 

＊（ボ）芝居に関わることで、子どもたちの目が輝いているのを見られてよかった。 

＊（ボ）実作業に使える時間が少ないので、学校との連絡をより密にして、無駄のないよ

うに使いたい。 

＊（市）来年度もこのような活動を行いたいと考えるか？ 



＊（学）来年は今年の反省の上にたって、より有意義な活動にしていきたい。 

 

市民ボランティア導入について（先生より） 

 総合的な学習の時間は、子ども達の思いや願いを出発点として学習がスタートしていきます。そ

のため、１つのテーマで学習を始めても、その活動は多岐にわたり、１つの教室の中で複数の違っ

た活動が展開されることになります。 

 そこで、子ども達の思いや願いを実現するために、担任教師だけでなく保護者や地域の人材の

方々に入って頂くことが必要になってきます。これまで高倉小学校では、学校周辺の地域の方々や

保護者の方々に電話等を通して依頼し、ゲストティーチャーとして学習の支援を頂いてきました。 

 今回、第５学年の「みんな友達」の授業で、１学期に障害について理解を深める学習をしていく

過程で、車椅子やブラインドウォーク体験の学習をしました。その際、学校のすぐ裏にある大樹の

里（障害のある方々のための入居施設）の方々を招き、車椅子の使い方を説明して頂くだけでなく、

自分が障害をもつに至った経緯や実際に車椅子で生活をしていて感じること、弱視のために感じる

不便さだけでなく障害そのものに対する考え方までお話し頂きました。ここでの活動は、その後の

大樹の里との交流へと発展し、障害のある方々を身近に感じ、関わろうとする心情を育むことがで

きました。このように、担任では与えられないものを与えてもらうためにも、どんな人が地域にい

て、どんな協力して頂けるかを知ることは、わたしたちがどのように授業を構築していくかを考え

る上で、大きな要素となります。 

 「みんな友達」の学習は、２学期からは幼稚園・保育所との交流へと展開されます。ここでは幼

稚園や保育所に行った時に、小さい子ども達に喜んでもらうために、「劇やペープサートをやって

あげたい」とか「手作りカルタを作っていって一緒に遊んであげたいとか」といった様々に願いを



もち、１グループが３人から７人ぐらいの２１グループができました。この時点で、今年は保護者

だけでなく、本学年の保護者でもあり市民の会で活躍なさっているの関谷さんから、市民の中に学

校で協力を頂ける人材が多くいることをお聞きし、普段サークル活動などをしている多くの市民ボ

ランティアの方々に入って頂くことになりました。こちらは「劇や人形劇、影絵の指導ができる人」

「絵本作りに詳しい人」など、できたグループに応じた支援者がいればとお願いしました。これま

でも、保護者にお願いしていましたが、今年は普段劇団や人形劇サークルで活躍している方など６

団体２０名ほどの方々に支援に入って頂くことになりました。 

 今回関谷さんに声をかけて頂き、授業のたびに２０人近くの方々にご協力頂いたことで、ほぼ１

グループに１人のゲストティーチャーを得ることができました。このことにより、同じゲストティ

ーチャーが同じグループの支援を続け、継続的できめ細やかな支援をすることが可能となったので、

共に一緒に作り上げていく喜びを感じる子ども達も多くいました。 

 そして、何よりも普段自分達がそうしたことに興味をもちサークル活動などを行い、専門的な知

識や経験を豊富にもっている方々が支援に入ってくださったことで、自分でやってみたいという願

いや思いはもちながらも、初めての活動でどうしていいかわからなかった子ども達が、相談をしな

がら活動を続け、どんな材料をどのように使い、どのように進めていけばよいのかを学びながら、

自信をもって取り組むまでになりました。さらに、作り上げていくノウハウや見通しの持ち方を学

んだだけでなく、その作り上げていく喜びを得ることができ、どの子もいきいきと活動することが

できました。また、交流会で必要な舞台装置やスクリーンなどはお借りすることで、限られた時間

の中で本来必要な活動に時間を集中させることもできました。 

 教師の支援だけでは、こうしたきめ細やかで、適切な支援は与えられませんでした。何よりも、



多くの支援者に入って頂き、子ども達が楽しみながらいきいきと活動していたのが大きな収穫でし

た。今回入って頂いたゲストティーチャーの方々は、皆さん本当によい方ばかりで、子ども達との

話に一生懸命耳を傾け、どうしたら具現化できるのかを考えてくださいました。熱意があり、子ど

も達の目線に合わせて支援して頂いたことで、子ども達の意欲を向上させ、幼稚園や保育所で伸び

伸びと自分を表現することに繋がっていました。 なお、支援の在り方については、活動前だけで

なく、毎回授業終了後には教師とゲストティーチャーとで確認していきました。その時間の確保が

難しいのですが、とても大切な時間であったと考えています。ゲストティーチャーもどこまで支援

すればいいのか、どんな材料が使えるのか、交流の場はどんな場所なのか戸惑うことも多かったよ

うです。ですから、この話し合いの中で１つ１つの疑問を解決していくことが、いきいきとした支

援へと結びつき、子ども達の活動へと還っていくからです。 

 なお今回は、市民の会の関谷さんが声をかけてくださったことで、多くの市民ボランティアを導

入し、効果的な授業を展開することができました。市民ボランティアを紹介して頂いただけでなく、

教師と市民ボランティアとのパイプ役を随時してくださり、連絡調整行って頂いたからこそ、様々

なことがスムーズに進んだのだと思います。 

 

 

 

 

 

以上 


